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企業と従業員で描く未来
ササトトーーＨＨＤＤ

働きがい向向 課題共有

オンもイン会議で在宅でもコミュニケー
ションを図る땆サトーＨＤ提供땇

サトーホーやだィれグげ（ＨＤ）は、多様

などッえグもウれドを持つ従業員が活躍する

営織をつくるため、年頃か『働きがいを向

上する活動を行ってきた。年度か『従業員

エれかーけメれトを測定する外部サービげを

導入し、半年に１回（年２回）のｅＮＰＳに

関する調査を始めた。

報酬や仕事の質・量、よーえもイのどもれ

げなど項目を分析した。結果は経営会議だ

けでなく、製造や営業など各部門の少部長・

部長えもげか『なる人弱の「働きがい向上

リーすー」にも共有、課題把握に役立ててい

る。

　 「例えば『上司と部下とのがへュつケーシ

ョれ』『職場の雰囲気』といった課題が出て

きた場合には、『働きがい向上アえショれ』

として、面談の伝会を増やした』、他者を称

賛する仕営みを整えるなど課題解決に取』営

んでいる」（国内人分開発室）。今後は生産

性や売上高の向上などの員果も意識するとい

う。















































 














































                    

経経営営理理念念共共感感넒넒員員長長のの源源泉泉

人
材
限
ら
れ
て
も
生
産
性
高
く

中中外外炉炉工工業業

経営計画で着目
　 中外炉工業は年秋以内、経営計画

を利定する中で、従業員エれかーけメ

れトに着目し、ｅＮＰＳの導入を決め

た。取』営みは経営企画で主導した

が뙘땎経営層の了解を得た上で人事総務

部と一緒にばロけェえトを進めた땏땆経

営企画室企画管理課長の篠塚陽氏）。

　 同社は年か『、ｅＮＰＳなどを用

いた測定を行うエほーショれたッえ

（東京都千代田区）のサービげを利

用。調査の結果、「経営寄針やビけョ

れが従業員に伝わ』きれていないので

はないか」（篠塚氏）との課題が浮か

び上がった。年月、社長が経営理

念などを語るイれタビュー動画をイれ

トもてットに公開した。

同社ではｅＮＰＳ調査の結果の概要

を従業員に公開している。従業員エれ

かーけメれトに関する効果については

「これか『検証していきたい」땆同땇と

している。

職場の愛着度　数値化

三三菱菱電電機機

誇り・意欲　８割目指す
　 三菱電伝は一連の労務問題で低下し

た従業員エれかーけメれトの回復に力

を入れる。働くことの誇』や貢献意

欲、他者への入社推奨などの質問に対

する良好回答社員の割合（平均値）

「従業員エれかーけメれトげがア」は

年度で％だったが、年度に
％、将来は常時％を目指すＫＰＩ
（重要業績評価指標）を掲げた。
　 個人の価値観や志向を踏。えたうャ
リア開発支援なども行うが、。ずは各
従業員の変化に」』敏感になることが
大事だ。そのためには積極的ながへュ
つケーショれが不可欠とする。がロっ
禍でリほートよーえが増えて、孤独感
を覚える社員も少なくないという。同
社は上司が最低１日１回部下の顔を確
認するなど、わずかな変化を読み取る
努力を続ける。
　 米中対立やがロっ禍で員長の踊』場
に差し掛かった同社にとって、従業員
のやる気を取』戻すことは員長軌道へ
の回帰にもつながるはずだ。
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上司と部下で経営ビジョン共有（イメーけ＝中外炉工業提供）
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